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❷ 奈良県西和医療センター
　  TEL.0745-32-0505
     〒636-0802 奈良県生駒郡三郷町三室1丁目14-16
　　JR王寺駅・近鉄王寺駅・近鉄新王寺駅から徒歩約15分

❶ 奈良県総合医療センター
 　 TEL.0742-46-6001
     〒630-8581 奈良県奈良市七条西町2丁目897-5
　　近鉄学園前駅から路線バスで約20分～25分
　　近鉄西ノ京駅から路線バスで約10分～15分
　　近鉄郡山駅から路線バスで約10分

◎施設見学などは、各センターの担当部門にお気軽にご相談ください

●職員募集に関するお問合せは
　 ＴＥＬ.０７４２-８１-３４００　
　http://nara-pho.jp/recruit/

❸ 奈良県総合リハビリテーションセンター
　  TEL.0744-32-0200 
　  〒636-0393 奈良県磯城郡田原本町大字多７２２
　　近鉄大和八木駅から無料送迎バスで約15分

令和7年10月1日発行



“医の心と技”を最高レベルに磨き，
県民の健康を生涯にわたって支え続けます。

上田 裕一理事長
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この言葉は、地方独立行政法人 奈良県立病院機構の理念です。この理念を達成するには、当機構の

医療施設で働く医療専門職の人材確保が最も重要です。そして全職員が「医の心と技を最高レベル

に磨く」ことを自覚し、日々の現場で実践することが基盤となります。奈良県立病院機構には、奈良

県総合医療センター、奈良県西和医療センター、奈良県総合リハビリテーションセンターの3つ

医療施設、そして教育研修施設としては奈良看護大学校（旧看護専門学校）と医療専門職教育研修

センターの2つがあります。旧看護専門学校は当機構内の唯一の看護師養成施設でしたが、高度化

した医療の要請に応じて2022年4月に4年制の「奈良看護大学校」に改組しました。また、医療専門

職教育研修センターは、奈良県総合医療センターに併設されており、講堂や複数の会議・研修室を

備え、最新のシミュレーションや医療・看護の技術研修も可能となっています。当機構の職員に限らず、

県内の医療専門職の資格を取得された方々にも研修の場として利用可能で、今後は県内の医療人材

の育成、医療専門職の生涯教育の充実にも寄与できるものと考えております。3つのセンター（医療施設）

では、各種の国家資格を持った医療専門職が協働して、それぞれ特徴ある医療を展開しており、理念

の実現に邁進しています。2020年春から新型コロナウイルス感染症の拡大という未曾有の危機に

直面しました。未知のウイルスに対し、手探り状態ではありましたが、公的病院として全職員が一丸と

なって、それぞれ地域の感染者診療において中心的な役割を果たしてきました。さて、2024年4月から、

「医師の働き方改革」の新制度が開始されました。これまで、当機構では、医師の献身的な診療体制で

維持してきましたが、医師だけでなく医療従事者等の働き方改革を進め、全職員が誇りとやりがいを

持って働くことができる健全な職場環境をつくり、次代を担う医療人の育成に引き続き取り組みます。

私たちと共に地域医療に貢献していただける医療専門職の皆さんの参入を期待しています。





院長からのメッセージ
奈良県総合医療センターは、最新の医療機器を備え、各分野で高い技術を持つ医師や医療スタッフが

診療にあたっています。私たちは、県民の皆さまが都会の大病院に行かなくても、その時々で最善の

治療を受けられるよう、高い診療水準を維持することを大切にしています。そして「患者さんに選ば

れる病院」であり続けることを目指しています。そのために最も大切なことは、患者さんとご家

族に安心と満足を感じていただける医療を提供することです。職員一人ひとりがその思いを胸に、

日々の医療に取り組んでいます。そして、その医療を支えるのは職員です。当センターでは、人材育

成に力を入れるとともに、やりがいを持って働ける職場づくり、気軽に相談できる環境づくりを大切に

しています。皆様と一緒に地域医療を支えていけることを心より楽しみにしています。

Nara Prefectural Hospital Organization

県全域を対象に、高度医療の拠点としての役割を担う。
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病院概要
開設／2018年5月1日（旧病院1964年4月1日）　 
院長／髙 済峯　看護部長/稲村 あづさ
職員数／1443名　
病床数／540床（救命救急センター、精神病棟、感染症病床を含む）
看護基準／7:1看護
診療科目／呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、血液・腫瘍内科、糖尿病・内分泌内科、腎臓内科、
脳神経内科、感染症内科、緩和ケア内科、呼吸器外科、心臓血管外科、消化器・肝胆膵外科、
乳腺外科、小児外科、整形外科、脳神経外科、形成外科、頭頸部外科、精神科、小児科、皮膚科、
泌尿器科、産科、婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、放射線診断科、放射線治療科、病理診断科、
麻酔科、救急科、小児泌尿器科、口腔外科、リハビリテーション科、小児脳神経外科

奈良県総合医療センター

地方独立行政法人 奈良県立病院機構

奈良県総合医療センター

院長　　髙 済峯

小 児

急性期を中心とした
小児医療の拠点

糖尿病

地域の糖尿病治療の
拠点

精 神

身体疾患を合併する
精神疾患患者の
受け入れ拠点

災 害

災害時においても
病院機能を維持する
災害に強い病院

救命救急

救急患者を断らない
救命救急医療の実践

周産期

リスクの高い妊婦の方も
安心してお産ができる

環境を整備

が ん

がんになっても
安心できる

質の高い医療を提供

７つの柱で奈良の地域医療を支える。

北和地域で初めて、ドクターヘリの発着できるヘリポートを整備。ＥＲ（二次・三次）を拡充、ＩＣＵ・

ＨＣＵ・手術室を完備し、24時間365日の救急搬送受け入れを可能とする体制を整えています。

断らない救急医療

ＮＩＣＵ１２床、ＧＣＵ１２床、ＭＦＩＣＵ３床を整備。地域周産期母子医療センターとして、ハイリスク

のお産にも24時間365日対応し、県内及び近隣からの母体搬送も受け入れています。

安心してお産ができる環境

最新鋭の放射線治療装置や外来化学療法室を拡充。手術療法・放射線療法・化学療法などの集

学的治療や、早期からの患者さん・ご家族への緩和ケアの提供、地域の医療機関との連携体制

の整備などを通じ、より多くの患者さんに最適ながん治療を受けて頂くことを目指します。

専門的な質の高いがん医療の提供
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救急医療の充実で、奈良県西和医療圏の基幹病院として地域医療に貢献する。

病院概要

開設／1979年4月1日　院長／土肥 直文　副院長 兼 看護部長／竹之内 美栄　　

職員数／683名　病床数／300床（一般病床）　看護基準／7:1看護

診療科目／総合内科、腎臓内科、循環器内科、消化器内科、消化器・糖尿病内科、脳神経内科、

呼吸器内科、感染症内科、小児科、乳腺外科、外科・消化器外科、整形外科、脊椎脊髄外科、

脳神経外科、心臓血管外科、呼吸器外科、皮膚科、形成外科、泌尿器科、産婦人科、眼科、

耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科、救急科、病理診断科、腫瘍内科、

糖尿病・内分泌内科、心療内科、集中治療科

奈良県西和医療センター

院長からのメッセージ
西和医療センターのある地域は交通の要所であるＪＲ王寺駅から徒歩圏内と便利な立地で、大阪からの

アクセスもよく、住みやすい街です。また、世界遺産・法隆寺を代表とする歴史豊かな地域です。当センターは、

毎年4,000台を超える救急車や3,500人を超えるウォークインの救急患者の診療だけでなく、脳卒中・循環

器病の領域、がんの領域、運動器疾患の領域など幅広い診療を行う地域における急性期の基幹病院です。

病床数は300床と大規模ではありませんが、職員一人ひとりの顔が見える距離感で密なコミュニケーション

が可能です。「人が温かい」職場風土が当センターの最大の魅力です。われわれの理念である「患者さんを

家族のように愛する」心をもって、地域医療の発展のために皆さんと共に働ける日を心待ちにしています。

奈良県西和医療圏（西和7町および周辺地域）や中和医療圏の一部（香芝市・広陵町等）の県民

の命と健康を守るために、常に進化し続けています。

地方独立行政法人 奈良県立病院機構
奈良県西和医療センター

院長　土肥 直文

西和医療圏の中心的な役割を担う急性期基幹病院

急性心筋梗塞等に対して24時間365日、緊急の心臓カテーテル治療を提供する循環器病治療

センターの機能や、一次脳卒中センター機能など、脳卒中・循環器病治療の中心的医療機関です。

さらには、奈良県地域がん診療連携支援病院の役割を果たすため、幅広い領域のがん患者さんの

手術や化学療法などの診療から生活支援（がん相談）まで行っています。外科手術においては、

ロボット支援下内視鏡手術（ダヴィンチ）など、患者さんの身体に優しい手術法も提供しています。

高度医療と救急医療で支える急性期医療の拠点機能

地域医療支援病院として、地域の病院やクリニック等から紹介を受けた患者に対して、高度な治療を

集中的に行い、その後は地域の医療機関と連携し、切れ目のない医療を提供し、地域全体で患者の

命と健康を守っています。また、地域の医療従事者への教育にも力をいれています。感染管理やがん

医療に関する専門的な知識の普及・啓発を通じて地域医療の水準の向上に取り組んでいます。

地域医療支援病院として地域の医療機関との連携や医療職の教育を行う役割

現在の建物は昭和54年に竣工したもので老朽化が進んでいます。このため、JR法隆寺駅南側の

駅前に新病院を移転新築する計画が進められています。新病院では、西和地域における重症

急性期を担う基幹病院として、二次救急や脳梗塞、心筋梗塞、がん等の重症疾患に対応すると

ともに、災害発生時には多数の患者を受け入れられる体制の整備を検討しています。

こうした新病院の整備を契機に、これまで以上に職員がやりがいを持ち、生き生きと働ける職場

づくりを進めてまいります。職員の満足度の向上が優しさや思いやりを育み、患者に寄り添う医療

を提供する大きな力となることを願っております。

地域医療を長期的に維持発展させるために新病院の計画が進行中
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高度で専門的なリハビリテーションを総合的に行う。
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奈良県総合リハビリテーションセンター

理学療法
発達の遅れや運動障害がある子どもさんに対し、運動発達の促進・障害の軽減などを援助
すると同時に、家庭での育児や療育に対する支援も行っています。また、装具、車いす、各種姿勢
保持支援機器などの作製にも関わります。

作業療法
運動面や日常生活面、コミュニケーション面などが苦手な子どもに向けて、主に感覚統合療法
に基づいた様々な遊びを通して発達を促しています。また、保護者へのアドバイスや、園・学校
などへの伝達を行い、生活しやすくなるような支援も行っています。

言語聴覚
療法

言葉に遅れがある子どもに対して、運動を行う際の身体の操作から言葉につなげる訓練を行って
います。発声・発音や吃音の訓練、食べる訓練、聞こえの訓練や補聴器装用指導も行います。

当センターでは、脳血管疾患・運動器疾患・廃用症候群等に対しての専門的なリハビリテーション

を小児から高齢者まで幅広い年代を対象に実施しています。

　リハビリテーションの中核施設として。

片足に障害がある人の歩行をアシストして、自然に動きを誘導してくれる
リハビリ支援ロボット｢ウェルウォーク｣や、自動車運転をサポートするための
評価・練習用機器｢ドライビングシミュレーター｣など、機器を活用しながら
症状の評価やリハビリテーションを行っています。

当センターは奈良県で最も早く回復期リハビリテーション病棟を開設し、回復期リハビリテーション病院として、
急性期治療を終えた患者さんを出来るだけ早期に受け入れ、集中的に質の高い専門的なリハビリテーションを
提供し、在宅復帰、社会復帰を目指す使命を持っています。2025年4月には、回復期リハビリテーション病棟を26
床増床し、さらなる回復期リハビリテーション機能の充実を図っています。患者さん一人ひとりの状態を適切に
評価、目標を設定し、医師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、管理栄養士、薬剤師、医療相談員等
の多職種がカンファレンス等で情報を密に共有しチーム医療を行うことでADL向上、在宅復帰を支援します。

最新医療への取り組み

小児専門の各リハビリ部門を設置

在宅復帰支援の中心的な役割

病院概要

開設／1988年6月13日　院長／林 雅弘　副院長 兼 看護部長／髙間 朋子

職員数／232名　

病床数／100床（回復期リハビリテーション病床100床）　　

看護基準／13:1看護

診療科目／内科、脳神経内科、小児科、整形外科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、精神科、

　　　　　放射線科、リハビリテーション科

院長からのメッセージ
当センターは、1981年の国際障害者年を契機に構想され、1988年6月に奈良県の障害者医療・

福祉の拠点として開設されました。センターの理念である“手には技術、頭には知識、心には思いやり”

を持って、｢親切、丁寧、質の高い医療｣の提供に向け取り組んでいます。外来診療では、小児科・

精神科による児童の神経発達症への対応、整形外科による運動器疾患の治療を行っています。病棟

では、2025年4月から全100床を回復期リハビリテーション病棟とし集中的に質の高い専門的な

リハビリテーションを実施しています。奈良県の医療・リハビリテーションの中心的な役割が果たせる

よう多職種のチーム医療を一緒に築きましょう。

地方独立行政法人 奈良県立病院機構
奈良県総合リハビリテーションセンター

院長　林 雅弘
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地域との交流 福利厚生・子育て支援制度高度医療の拠点として、地域との連携も深い奈良県立病院機構の
３センター。県内の医療サポートを通して、誰もが安心して暮らせ
るまちづくりを目指し、地域との交流も積極的に行っています。

地域の方々や県民の方々に、病院を広く知って
いただく機会として、ジャズコンサート、掘り
出し物バザー＆模擬店、病院探検やミニ健康
講座、栄養展など、さまざまな催しを開催して
います。

奈良県総合医療センター

奈良県西和医療センター

奈良県総合リハビリテーションセンター

あおによし祭

吹き抜けの１階ロビーには、グランドピアノが
設置されており、｢お昼のピアノコンサート｣や
｢秋のロビーコンサート｣、｢クリスマスコンサー
ト｣など定期的にコンサートを開催しています。

ロビーコンサート

実際の火災を想定し、避難経路の確認や消火
器・消火栓を使用した訓練を奈良市消防局の
方と一緒に職員が行います。災害時、確実に
院内の安全を確保できるよう防災への意識を
高めています。

防災訓練

避難設備（非常滑り台・はしご車等）を利用
した避難誘導や、消火器の利用、けが人のトリ
アージといった、様々な想定から実践的な内容
の訓練を実施しています。災害に備え、院内
職員・地域の各機関と連携し取り組んでいます。

防災訓練

地域の医療提供者向けの「地域医療連携講
座」、地域の看護・介護提供者向けの「西和
メディケア公開講座」、地域住民向けの「地域
住民公開講座」を定期的に開催しています。

公開講座

毎年度開催している学術集会です。地域に
開かれた病院を目指して近隣医療関係者の
参加を受け入れ、情報技術を共有し、患者に
提供する医療の質の向上を図っています。

大和川メディカルアカデミー

「飛鳥川を軸とした川辺のまちづくりの取組」
の一環として、わかくさ愛育園の園児や高等
養護学校の生徒さんに参加いただき、職員と
ともに外周フェンス等に設置するバスケットに
花植えを実施しています。

まちづくり花植イベント

地域の方や患者さん、そのご家族の方々との
ふれあいを深めるため、「健康なんでも相談」
や「健康チェック」、看護師や看護学生ボラン
ティアによる「ハンドケア・フットケア」などの催
しを実施しています。

リハセンふれあい祭り

入院中の患者さんに楽しいひとときを過ごし
ていただくため、毎年12月にクリスマスコン
サート（ゴスペル・尺八・職員有志によるコン
サートなど）やサンタクロースによるプレゼント
配布を実施しています。

クリスマスイベント　

社会保険 地方職員共済組合（健康保険･年金）、公務災害補償

給付・貸付制度 職員やその家族のために、病気やけが、出産、災害などに対する給付があります。また、生活資金、
住宅貸付などの貸付も行う制度等が整備され、安心して仕事ができる環境が整っています。

休 暇 有給休暇：年間20日、夏季休暇
このほか、病気（けが）休暇、結婚休暇、産前産後休暇（112日）、ボランティア休暇、介護休暇など

健康管理
全職員を対象として定期健康診断は年2回実施され、一般健診・胸部検診・胃検診などの充実強化に
努めています。また、希望者に対する健康相談、メンタルヘルスカウンセリングや成人病検診のほか、
人間ドック受診に対する助成なども行っています。

安心の福利厚生

復帰後は、不安を軽減できるよう職場研修などでサポートしています。

●出産前後
出産予定日より8週間（多胎妊娠の場合は14週間）前から産後8週間まで、
または産前休暇を始める日から16週間（多胎妊娠の場合は22週間）を
経過する日まで休暇が取得できます。

出産（産前・産後）休暇

妊娠中または出産後1年を経過していない女性職員が保健指導や
健康診査を受ける場合、定められた期間に応じて休暇が取得できます。

通勤時の混雑を避けるため、1日1時間の範囲内で出勤を遅らせたり、
帰宅を早めることができます。

●妊娠がわかった時

保健指導・健康診査休暇

通勤緩和休暇

女性は出産休暇終了日の翌日から、男性は子どもの出生後から
子どもの満3歳の誕生日の前日まで休業することができます。

●育児休業中

育児休業

院内保育所

小学校3年生までの子どもの養育のため、週18時間45分の範囲で勤務時間の
一部を休業できます。

子どもが小学校6年生までは、特定の曜日について勤務時間を午前9時から
午後5時45分に変更することができます。

小学校6年生までの子どもの看護や退院等の世話のため、年5日まで休暇が
取得できます。※子どもが2人以上の場合は年10日まで

奈良県総合医療センターでは院内保育所を設置。
夜間保育にも対応しています。

●仕事復帰後

部分休業

遅出勤務

子どもの看護休暇

充実の子育て支援制度

子どもが生後1歳3ヶ月になるまでは、1日2回、1回30分の休暇が取得できます。
※まとめ取りは60分まで

子どもが小学生になるまでは、子育ての時間に応じて短時間勤務が可能です。

育児時間休暇

育児短時間勤務
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医療スタッフ募集

みつけよう。あなたにぴったりの医療。
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❷ 奈良県西和医療センター
　  TEL.0745-32-0505
     〒636-0802 奈良県生駒郡三郷町三室1丁目14-16
　　JR王寺駅・近鉄王寺駅・近鉄新王寺駅から徒歩約15分

❶ 奈良県総合医療センター
 　 TEL.0742-46-6001
     〒630-8581 奈良県奈良市七条西町2丁目897-5
　　近鉄学園前駅から路線バスで約20分～25分
　　近鉄西ノ京駅から路線バスで約10分～15分
　　近鉄郡山駅から路線バスで約10分

◎施設見学などは、各センターの担当部門にお気軽にご相談ください

●職員募集に関するお問合せは
　 ＴＥＬ.０７４２-８１-３４００　
　http://nara-pho.jp/recruit/

❸ 奈良県総合リハビリテーションセンター
　  TEL.0744-32-0200 
　  〒636-0393 奈良県磯城郡田原本町大字多７２２
　　近鉄大和八木駅から無料送迎バスで約15分
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